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真夏日の作業となった今回の炭出しは高野山への納入分をメイン

に行いました。 

新規に作業に参加してくれた３人を含め計１２名での作業となりま

した。 

今回から高野山にはコンテナに詰めて納品する事になりました。そ

の段取りと袋に詰めていた在庫分をコンテナに詰め替える作業な

どで、いつもより時間がかかりましが、昼までにほぼ終えることがで

きました。出来高は 270ｋgでした。 

午後からは 7 名で袋詰めの残処理と炭材入れ、薪割り機で太い

炭材を割る作業も並行しながら、3時頃には窯も密封出来ました。 

暑い一日で皆さん口数も少なくなりがちでしたが、木陰などで何度

も休憩を取りながら作業を無事終えることが出来ました。 

炭出しと炭材入れ  新江 光弘 

今年の剪定チームは人数が少なく、 

４名での作業となりました。 

あじさい広場にてリーダー作の剪定マニュア

ルに基づきレクチャーを受けた後、作業開始。 

高さ９０㎝程度の扇形の樹形を目指して花や枝を落としていき

ます。昨年も切った木が１年でこんなに伸びるのかと感心しま

す。途中、足長バチの巣を見つけたり、ハブの匂いがする！（生

臭いような独特の匂いするそうです）などと４人でワイワイ言いな

がら頑張り 

、午前中でなんとか切り終えました。来年もきれいな花を咲かせ

てほしいです。 

あじさい剪定  神浪佐知子 



 

 

 

  

うるし谷整備  西原充幸 

朝から天気予報のマークも真っ赤な酷暑の下、３名での作業でした。 

道具置き場の小屋の周りを整理するのに、下から運んできた杭を打って枝葉などのゴミ置き場を山裾に増設しまし

た。 

置き場の囲いはうるし谷名物の竹垣です。ホウライチクが伸びて扇のように上が広がった区画をＹさんが剪定をして

垣の材料にします。 

タケノコが沢山出ていてこれが根を張って扇のように広がったのでしょうか？ 

ホウライチクは径が 20mm程度で節の間隔が長いので杭の間を縫うように水平に寝かせていけばきれいな竹垣がで

きました。 

周りの枝や倒木などを集めてきれいな広場がよみがえりました。 

こぶし川の下流のビオトープは流れが無く涸れそうだったので上流の溜まりをジョレンでさらって、流れを戻しました。 

水が戻ると底からオタマジャクシが沢山出てきて嬉しそうに泳ぎだしました。 

 

花も消え、うるし谷もみどりの夏姿に模様替えしたねと今日の作業を終えました。 

里山整備は 6 人で行いました。少数精鋭!(自分は...?)。やはり気温 35 度の猛暑下では里山整備はイマイチ不人気のよ

うで...。 

作業は“わんぱくの森”西側遊歩道の上部のり面のクスノキ 2 本、ヒノキ 2 本を伐採しました。 

チェーンソーの手練れ倶楽部員が、乾いた夏空に爆音を響かせ切り倒しました。 

今回の 4 本は、ほぼ目標方向に倒すことが出来、拍手喝采!! 

これらの材は、その近辺で進行中の遊歩道の路肩整備 

(道普請)に活用されます。 

------------------ 

先日ボラバイダーをした日、来園者にアンケートをお願い 

し、得た回答が画像のものです。 

こんな回答をいただくと、なんぼ暑～くっても頑張れます。 

 

里山整備  福田 良輔 



 

 
ロゴソールのレールに乗るチェーンソー（スチール製 MS661C-M, 

91.1cc, 63cm）が新品になった第 1回の製材作業でした。H親方のも

と計 7名が参加しました。 

今回の目的は、ツリークライミング班のウッドデッキ用床板作りで

す。太いところで 60 ｃｍはあろうかと思われる 4ｍのヒノキを挽い

ていきます。1 回目、新品の刃でサクサク切れるかと期待してみてい

ましたが、確かに以前よりは軽そうに挽けていました。2回目、5cm厚

の板が出来ました。 

3 回目、丸太を載せているステージを上げようとしたところ、紐が切

れてしまいました。丸太を二人で持ち上げつつ、ステージを上げる紐

を巻こうとしたのですが、重さに耐えきれなかったのでしょう。幸い

替紐があったので修復でき、2枚目の板が出来ました。 

昼食後、背板を切り取り（4回目）、さすがに切れ味が落ちてきたの

で、古いソーチェーン用のヤスリ(4.5mm)で目立てをしてから、5回目

の切断にかかりましたがなかなか前に進みません。チェーンが焼けた

色になり、オイルもついていないようにみえました。途中交代で切り

3 枚目の板が出来ました。これ以上続けるとエンジンが焼けるのでは

ないかという状況だったので、ここで終業にしました。チェーンソー

が新しくなってもなかなか悩みが尽きません。 

刃とぎ用の新しいヤスリ（5.2mm）を手に入れること、チェーンオイル

の出具合がこれでいいのか確認すること、の宿題を Hさんに託しまし

た。チャノキの白い花、ウメの花、コブシ、サクラ、オオヤマレンゲ、、

サツキといろんな木々の花が次々と咲くウルシ谷。まだウグイスも鳴

いています。そんなウルシ谷に弁当など持って出かけてみませんか。 

 

製材（ロゴソール）作業  赤阪 進 

「酷暑」 

今年の流行語大賞にきっと入ってくるでしょうね、この言葉。 

げんきの森は下界よりは少し気温が低めなので、日中でも動けないことは

ありません。 

でも、歩いていても汗が流れてくる日が続きます。 

こんな暑い日が続く毎日、無理は禁物ですが、適当な汗を流すことは体調

管理にもよさそうな気がします。 

私が言うのもなんですが、毎日流す汗が体調維持につながっているようで

す。 

クーラーの中でずっと過ごすより、一日一度は暑い空気に身をさらすとけっ

こう気持ちがいいのです。 

確実にあとひと月はこんな日が続きます。 

暑さを楽しむくらいでの気持ちで乗り切りたいものです。 

                                           岡田 和久 


